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る次元からの考察を参加者がそれぞれ複合することにより、デカルト・ニュート
ン的パラダイムの限界をシミュレーションゲームの結果から再確認し、その現状
をスタディツアーの中での板門店視察および韓国・韓信大学校学生との対話の中
で検証するとともに、間主観的な人間主体の国際関係の視点を「ナヌムの家」の
慰安婦との交流の中で学んだ。
本特集では、近江美保教授による「ナヌムの家」訪問の記録と、学生の感想、
そして付属資料としてシミュレーションの結果を掲載する。
なお、スタディツアー3には韓信大学校の李起豪教授には「ソウルの歴史と現
在」をテーマにしたタウン視察（慰安婦・少女像の見学を含む）を企画していた
だいたほか、朝鮮戦争後の韓国政治史のレクチャーをしていただいた。早稲田大
学院生の鄭美香さん、ハンギョレ新聞のチョウ・ミスさんには「ナヌムの家」訪
問企画の調整、通訳などのご協力をいただいた。また、韓信大学校の河棕文先生
には学生交流の労をおとりいただいた。記して感謝を申し述べておきたい。
1 朝鮮半島核ミサイル問題の考察では、email を活用したシミュレーションゲームを実施した。
平成28年12月3日、基礎演習Ｂ（担当・近江美保教授、森川裕二教授）履修学生ほか2人の
学生が参加し、6者協議メンバー国それぞれを学生2人ずつ担当し、教員と補助学生（3年
生）1人がメディア、国連関連の情報を発信した。事前準備として1994年以降の北朝鮮核開
発の経緯と各国の対外政策を整理し、それぞれの国家の基本戦略をまとめたうえでゲームに
臨んだ。本ゲームの結果（企画最終頁を参照）では、国際協調枠組みによる北朝鮮核ミサイ
ル危機問題解決には至らず、各国ともの主権と国益の維持を目的に行動した結果、膠着状態
のままに終わった。このゲームにより、次の二点を総括した。①伝統的な国際関係論による
戦争の回避策の困難性、②国際制度論的な協調の限界－である。
2 韓国スタディツアーの事前ゼミの輪読資料は下記の通り。
①山下英愛（2008）『ナショナリズムの狭間から－「慰安婦問題へのもうひとつの視座」』明
石書店、②高良沙哉（2015）「第二章 いわゆる「慰安婦」に関する軍隊の性暴力」『「慰安
婦」問題と戦時性暴力 軍隊による性暴力の責任を問う』明石書店、31‐55頁、③大沼保昭
（2007）「21世紀の日本のあり方」『「慰安婦」問題とは何だったのか メディア・NGO・政
府の功罪』中央公論新社、204‐231頁、④内海愛子（2015）『戦後補償から考える日本とアジ
ア』山川出版社、⑤「慰安婦で日韓合意 新聞社説読み比べ」『新聞ダイジェスト』第50巻、
第3号、⑥「我慢の日本外交」日本経済新聞社朝刊2016年3月20日12面、⑦木宮正史（2015）
「日本の安全保障と朝鮮半島－安全保障における非対称性」『朝鮮半島と東アジア』。
3 スタディツアーの概要は下記の通り。
3月13日16～18時：韓国ソウル市内巡検「ソウルの歴史と現在」、3月14日10時～17時：朝
鮮戦争歴史記念館～統一展望台～板門店～市内視察、3月15日：9時～18時：「ナヌムの家」
～ハンシン大学校烏山キャンパス日本学科～水原城視察。
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